
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２１日（木）に学校保健委員会を開催いたしました。今年度は、学校歯科医の田中先生に「子ども

の歯の健康、歯並びについて」というテーマで、ご講演いただきました。ご講演の一部をご紹介いたしま

す。 

①歯科健診を終えて 

・唇を閉じることが苦手な児童や、口で呼吸している児童が年々増加傾向にある。 

・食べる、話すなどの口の機能が十分に発達していない子が見られる。 

②口腔機能発達不全の原因 

乳歯列の完成する３歳ごろの時期に適切な離乳過程を経験しなかった幼児が、学童期になっても咀嚼能力

が成熟せず、うまく食事がとれない場合がある。 

 

 

 

 「口呼吸（口がぽかーんと空く）」「口を閉じているとき、舌が上あごについていない」という口腔内の状

態はよくない。 

③口呼吸の弊害  

（１）むし歯、歯周病、口臭の原因 

（２）歯並びが悪くなる 

（３）かぜやアレルギーになりやすい 

（４）老化を促進する 

口呼吸は、睡眠時無呼吸症候群（口が開いて寝ていると舌が喉の方に落ちて気道が狭くなる状態で、体中

に酸素が行かず、血圧を高くして全身に血液を送ろうとして高血圧などを起こす。）にもつながる。 

 ※舌の運動・・「あいうべ体操」「パタカラ体操」が有効。 

④歯並び（歯と顎のバランス）について 

・最近の子どもたちの永久歯のサイズは以前より大きい傾向にある。 

・顎の骨は、進化の影響で小さい傾向にある。 

・遺伝の影響もあるが、普段からの咀嚼も影響し、発育が悪い。 

 「意識して、舌の運動を行い、よく噛みましょう。」 
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学校保健委員会： 学校歯科医の先生より ご講演いただきました 

学校保健委員会を開催いたしました 

乳歯列から永久歯の交換期となり、歯の萌出や咬合状態が咀嚼、嚥下機能に影響を及ぼす時期である。 

幼児期から継続する口腔習慣が歯列、咬合に影響し始める時期である。 
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口呼吸では

なく鼻呼吸

を！ 



「大
おお

きな雪
ゆき

」と「冬
ふゆ

に至
いた

る」 

 １２月
がつ

には「大
たい

雪
せつ

」という、季
き

節
せつ

をあらわす言
こと

葉
ば

があります。雪
ゆき

がよく降
ふ

るころ、という意
い

味
み

です。そして「大雪」のあ

とに「冬至
とうじ

」があります。「冬
とう

至
じ

」にはかぼちゃ（なんきん）など「ん」が付
つ

くものを食
た

べ、ゆずを入
い

れたお湯
ゆ

につかって、

健
けん

康
こう

に過
す

ごせるように願
ねが

います。寒
さむ

い季
き

節
せつ

に健
けん

康
こう

に過
す

ごすためには、早
はや

く寝
ね

る・きちんと食事
しょくじ

をとる・運
うん

動
どう

するなど

の規
き

則
そく

正
ただ

しい習
しゅう

慣
かん

が大
たい

切
せつ

です。 

 さて、11月の若林
わかばやし

小学校
しょうがっこう

では、マイコプラズマ肺炎
はいえん

と手足
て あ し

口病
くちびょう

にかかる人
ひと

が多
おお

かったです。その他
ほか

に感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

やインフルエンザにかかる人
ひと

も出
で

てきました。体 調
たいちょう

管理
かんり

には十 分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

しましょう。 

２０２４年
ねん

も残
のこ

りわずかとなりました。みなさんにとって、どんな一
いち

年
ねん

でしたか。今年
こ と し

一年
いちねん

を振
ふ

り返
かえ

り、来年
らいねん

に生
い

か

していってくださいね。2025年
ねん

がみなさんにとって良
よ

い年
とし

になりますように。 

 

 

  ＊１２月
がつ

のめあて＊  

かぜに負
ま

けない体
からだ

づくり 

うがい・手
て

洗
あら

いをしっかりしよう 

 

 

 

 かぜ予防
よぼう

の基本
きほん

は、うがい・手
て

洗
あら

い

です。ウイルスや細菌
さいきん

を 体
からだ

の中
なか

に

入
い

れないよう、外
そと

から帰
かえ

ってきたあ

と、食事
しょくじ

の前
まえ

など、うがい・手
て

洗
あら

い

を 心
こころ

がけましょう。 

 


